
ｊ分

批

評

紹

介

袋
土
器
に
入
っ
た
貨
幣
の
堆
積
が
多
量
に
且
つ
久
し
き
に
亘
り

醗
見
さ
れ
、
そ
の
種
々
な
型
式
や
年
代
の
調
査
研
究
は
｝
｛
１
｀

及
び
Ａ
.
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｏ
ｖ
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｏ
ｖ
は
サ
サ
ン

朝
そ
の
他
川
教
國
貨
幣
を
含
む
堆
積
を
取
扱
ひ
、
銀
が
北
方
で

蓄
積
さ
れ
た
か
ら
回
教
世
界
か
ら
影
を
没
し
た
と
い
ふ
従
来
の

説
の
不
富
を
指
摘
し
た
が
、
と
も
角
北
欧
の
未
開
人
と
南
東
の

開
化
し
た
近
接
民
族
と
の
商
業
の
活
況
を
雄
郷
に
物
語
っ
て
ゐ

る
。
回
教
國
の
貨
幣
は
Ｈ
ａ
ｒ
ｕ
ｎ
-
a
l
-
Ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｌ
ｄ
の
治
世
（
７
９
６
-

８
１
-
１
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
　
　
Ａ
ｊ
　
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
の
サ
マ
ン
朝
（
特
に
９
ｕ
９
-
９
５
５

Ａ
.
　
Ｄ
.
）
の
も
の
が
多
量
で
十
世
紀
を
す
ぎ
る
と
急
に
少
く
な
り

芯
応
ｙ
・
｛
｝
・
の
も
の
を
最
後
と
す
る
。
Ｍ
ａ
ｋ
ｎ
ｚ
ｉ
　
　
ｙ
抹
れ
ば

１
０
０
９
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
以
後
数
年
Ｂ
ａ
ｇ
ｈ
ｄ
ａ
ｄ
で
は
銀
が
緬
造
さ
れ
ず
卑

金
筋
が
印
造
さ
れ
た
と
云
ふ
。
こ
の
現
象
の
解
憚
に
は
ト
ル
キ

ス
タ
ン
を
中
心
に
し
て
カ
リ
フ
領
東
北
諸
州
の
経
済
的
登
展
を

見
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
サ
サ
ン
朝
は
オ
ク
ソ
ス
ー
ヤ
ク
ザ
ル
テ

ス
ニ
河
谷
及
び
ン
グ
ヂ
ア
ナ
ー
ト
ラ
ン
ス
オ
ク
ザ
エ
ア
諸
州
を

完
全
に
支
配
し
た
事
た
く
、
エ
フ
タ
ル
の
滅
亡
（
５
５
ａ
　
Ａ
.
　
Ｉ
）
・
）

迄
こ
れ
ら
人
口
翻
密
に
文
明
柴
え
た
地
域
は
イ
ラ
ン
系
民
族
の

支
配
下
に
あ
っ
た
が
突
灰
可
汗
の
創
業
（
５
６
５
　
Ａ
.
Ｄ
.
）
と
共
に
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蒙
古
時
代
に
及
ぶ
東
方
回
教
國
に
於

け
る
銀
の
流
逼

　
　

Ｒ
ｏ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
Ｐ
.
　
Ｂ
ｌ
ａ
ｋ
ｅ
　
:
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
　
　
C
i
ｒ
ｃ
ｕ
l
a
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
S
i
l
ｖ
ｅ
ｒ

　
　

i
n
　
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｍ
ｏ
ｓ
l
e
m
　
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
　
　
　
ｄ
ｏ
w
ｎ
　
　
　
ｔ
ｏ
　
　
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ

　
　

Ｅ
ｐ
ｏ
ｃ
ｈ
.
　
（
Ｈ
ａ
ｒ
ｖ
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
　
ｏ
ｆ

　
Ａ
ｓ
i
a
ｔ
i
c
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ

　
　

１
９
Ｓ
７
｡
　
ｖ
o
l
.
　
２
.
　
Ｎ
ｏ
.
　
３
　
＆
　
４
.
）

　

西
紀
一
千
年
か
ら
約
二
世
紀
牛
の
間
著
甚
た
る
銀
の
快
乏
が

回
教
世
界
を
脳
ひ
、
そ
の
関
金
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ
ｓ

　

と
共
に
卑
金
属
貨
幣

の
流
通
を
見
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
二
六
〇
年
頃
に
亨

俄
然
銀
貨
が
多
量
に
再
び
流
通
し
始
め
三
十
年
程
し
て
殆
ん
ど

全
領
域
に
亙
り
流
通
の
回
復
を
見
た
。
こ
の
原
因
と
し
て
貨
泉

學
者
・
経
臍
史
家
の
主
に
政
治
的
受
動
に
諮
す
る
意
見
が
提
出

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
自
分
は
新
た
に
問
題
を
考
へ
直
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
感
じ
友
人
の
助
力
を
得
て
こ
の
専
門
外
の
分
野
の
諸
史
料

の
示
す
重
要
性
を
考
へ
た
。
十
八
世
紀
以
来
、
北
ロ
シ
ア
草
原
・

バ
ル
ト
海
沿
岸
並
び
に
諸
島
、
南
部
瑞
典
の
畑
や
河
岸
よ
り
樽
・



ル

　

政
版
は
永
久
に
非
イ
ラ
こ
氏
族
に
奪
は
れ
た
が
、
そ
の
文
化
は

　
　

存
続
し
ア
ラ
ブ
の
侵
入
（
ｌ
ｙ
畠
）
に
及
ん
だ
。
吾
等
は
遺
跡

　
　

遺
物
の
外
に
Ｔ
ａ
ｂ
ａ
ｒ
ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｔ
ａ
ｌ
'
-
Ａ
ｔ
h
i
ｒ
等
ア
ラ
ビ
ア
史
家
の

　
　

記
述
に
よ
り
こ
の
地
方
の
文
化
を
知
り
う
る
。
七
世
紀
中
葉
西

　
　

突
朕
可
汗
が
統
治
し
た
と
い
へ
地
方
政
務
は
d
m
ｑ
ａ
ｎ
ｓ
（
封
建

　
　

領
主
）
が
行
ひ
城
郭
に
住
む
恐
ら
く
可
成
の
シ
リ
ア
人
を
含
む

　
　

富
商
階
級
が
存
し
、
人
民
は
勇
敢
で
は
あ
る
が
宗
教
を
異
に
し

　
　

協
和
し
た
か
っ
た
。
貿
易
は
著
し
く
疲
達
し
イ
ラ
ン
文
化
の
東

　
　

方
傅
播
も
ご
丁
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
植
民
地
を
過
る
商
業
路
に

　
　

よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
ペ
ル
シ
ア
は
サ
サ
ン
朝
時
代
に
陸
海
世
界

　
　

貿
易
の
屈
服
を
有
し
王
國
は
そ
の
滅
亡
の
前
夜
に
最
高
の
光
輝

　
　

を
硬
し
て
ゐ
た
。
北
ロ
シ
ア
の
貨
幣
の
堆
積
は
二
河
を
下
り
、

　
　

Ｔ
ｕ
ｒ
ｇ
ａ
ｉ

　

草
原
を
通
っ
て
、
西
部
シ
ベ
リ
ア
森
林
地
帯
及
上
部

　
　

Ｖ
ｏ
ｌ
ｇ
ａ
流
域
と
の
貿
易
が
後
期
サ
サ
ン
朝
で
始
っ
た
こ
と
を
示

　
　

す
。
Ａ
ｎ
ｄ
ｉ
ｊ
ａ
ｎ
｡　
　
Ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｇ
ａ
ｒ
間
の
梢
容
易
な
通
路
を
純
て
東
へ

　
　

ゆ
く
隊
商
貿
易
は
散
世
紀
に
亘
り
存
し
て
ゐ
た
が
、
支
那
と
北

　
　

秋
と
の
開
手
の
篤
の
危
瞼
が
安
全
な
海
路
を
選
ば
し
め
た
。
ア

　
　

ラ
ブ
人
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
軍
事
植
民
地
を
作
っ
た
が
、
西
突

　
　

眠
と
の
開
係
上
ン
グ
ヂ
ア
ナ
で
は
容
易
に
ト
ラ
ン
ス
オ
ク
ザ
ユ

ア
に
て
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
二
河
の
流
路
を
掌
握
し
北
方
市

場
と
の
直
接
結
合
を
確
保
し
、
イ
ラ
ン
人
の
聞
に
回
教
文
化
が

光
被
し
た
。
東
突
灰
の
混
瑕
と
同
時
に
こ
の
地
方
で
起
っ
た
反

瑕
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
於
け
る
ア
ッ
バ
ス
王
朝
の
建
設
（
り
・
に
・
一
１
１
）
）

と
な
っ
た
。
八
世
紀
末
に
こ
の
地
方
の
経
臍
史
上
重
要
な
通
貨

の
瓊
改
が
行
は
れ
た
。
そ
の
史
料
は
波
斯
人
の
史
家
Ｎ
ｅ
ｒ
ｃ
ｈ
　
ａ
-

ｋ
ｈ
ｙ
　
（
Ｎ
ａ
ｒ
≪
ａ
ｈ
ｉ
）
の
記
述
で
倫
敦
大
學
Ｈ
.
Ａ
.
　
Ｒ
.
　
Ｇ
ｉ
ｂ
ｂ
教
授

の
謬
に
よ
る
と
下
の
如
く
で
あ
る
。

　

「
カ
リ
フ
Ａ
ｂ
t
ｌ
　
Ｂ
ａ
ｋ
ｒ
　
　
　
ａ
ｓ
-
ｓ
i
d
d
i
ｑ

　

の
世
、
Ｂ
ｕ
ｋ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
の
王

Ｋ
ａ
ｎ
ａ
　
Ｂ
ｕ
ｋ
ｈ
ａ
ｒ
　
Ｋ
ｈ
ｕ
ｄ
ａ
ｔ
は
木
綿
・
穀
類
貿
易
商
の
請
を
容
れ

彼
の
冠
を
つ
け
た
頭
像
を
印
し
た
純
銀
の
貨
幣
を
他
國
に
倣
っ

て
造
ら
せ
た
。
Ｈ
ａ
ｒ
ｆ
ｔ
ｎ
　
ａ
ｒ
-
Ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｌ
ｄ
の
時
に
な
り
王
の
母
の
兄

弟
Ｇ
ｈ
ｉ
ｔ
ｒ
i
f
　
ｂ
.
　
'
Ａ
ｔ
ａ
が
Ｋ
ｈ
ｕ
ｒ
ａ
ｓ
ａ
ｎ
の
太
守
と
な
っ
た
。
時

に
Ｋ
ｈ
w
ａ
ｒ
i
ｚ
m

　

の
銀
貨
は
人
民
に
喜
ば
れ
ず
、
上
記
の
ブ
カ

ラ
銀
貨
は
な
く
な
っ
て
ゐ
た
の
で
ブ
カ
ラ
の
有
力
者
建
は
ｇ
ｈ
ｉ
-

ｔ
ｒ
ｉ
ｆ
ｉ

　

に
昔
の
ブ
カ
ラ
銀
貨
と
同
じ
型
を
紹
て
死
蔵
し
た
り
、

市
外
へ
持
ち
出
さ
れ
す
流
通
す
る
様
に
要
請
し
た
。
銀
價
が
貴

か
っ
た
の
で
議
し
て
六
種
の
物
質
、
印
ち
金
・
銀
・
爵
香
・
鉛
・
鍛

銅
で
貨
幣
を
造
り
（
Ｓ
ｈ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉ
ｆ
俗
に
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
ｉ
ｆ
ｌ
と
呼
ん
だ
。
純
銀

-98



　
　
　

？
な
い
の
で
黒
雙
し
、
プ
カ
ラ
人
は
拒
ん
だ
が
政
府
は
彊
制
し

　
　
　

た
。
６
　
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
ｉ
ｆ
ｉ
は
純
銀
１
　
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ

　

の
割
と
定
め
納
税
に
用

　
　
　

ひ
し
め
た
。
ブ
カ
ラ
の
地
租
が
重
く
な
っ
た
の
は
こ
れ
に
因

　
　
　

る
。
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
ｉ
ｆ
ｌ
　
　
　
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ
が
銀
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ
と
同
價
に
た
る
や

　
　
　

…
…
…
Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ａ
ｄ
　
ｂ
.
　
　
　
Ｊ
ａ
'
ｆ
ａ
ｒ
は
、
某
年
に
は
二
百
二
十

　
　
　

d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ

　

の
純
銀
が
八
十
五
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
i
f
l
　
　
　
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ

　

に
値
ひ
し
た

　
　
　

と
い
ひ
、
Ａ
Ｊ
ｉ
.
Ｔ
ｉ
ａ
ｄ
　
ｂ
.
　
Ｎ
ａ
ｓ
ｒ
は
５
２
２
　
Ａ
.
　
Ｉ
）
・
に
営
る
年
に
純

　
　
　

銀
百
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ
が
七
十
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
ｉ
ｆ
ｌ
　
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ
に
値
ひ
し
法
律
で

　
　
　

は
m
i
ｔ
ｈ
ｑ
a
l
は
七
・
五
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
ｉ
ｆ
ｉ
　
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ｍ
に
値
ひ
し
た
と
書

　
　
　

い
て
ゐ
る
。
Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
ｍ
ｍ
ａ
ｄ
　
ｂ
.
　
Ｊ
ａ
'
ｆ
ａ
ｒ
は
こ
の
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
i
f
i
は

　
　
　

ブ
カ
ラ
の
Ｍ
ａ
ｈ
ａ
ｋ
城
で
刻
さ
れ
た
と
い
ふ
。
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
ｉ
ｆ
ｌ
の
銀

　
　
　

は
外
の
合
金
よ
り
も
多
量
で
且
少
量
の
金
を
含
ん
で
ゐ
た
。
ブ

　
　
　

カ
ラ
で
は
大
量
の
小
貨
が
造
ら
れ
サ
マ
ン
王
朝
及
び
以
後
に
て

　
　
　

も
造
ら
れ
た
が
文
献
の
徴
す
べ
き
も
の
が
な
い
。
」

　

（
大
要
）

　
　
　
　

Ｎ
ｃ
ｒ
ｃ
ｈ
　
ａ
ｋ
ｈ
ｙ

　

に
よ
れ
ば
ア
ラ
ブ
以
前
の
ブ
カ
ラ
銀
貨
は
サ

　
　
　

サ
ン
の
貨
幣
と
共
に
ア
ラ
ブ
勢
力
下
で
一
世
紀
牛
流
通
し
、
北

　
　
　

方
貿
易
が
登
達
す
る
や
Ｋ
ｈ
w
ａ
ｒ
i
ｚ
m
を
通
っ
た
。
八
世
紀
に

　
　
　

カ
リ
ズ
ム
貨
幣
が
ト
ル
キ
ス
タ
ヱ
で
流
通
し
た
と
い
ふ
事
は
ブ

ル

　

カ
ラ
忙
於
け
る
銀
の
購
買
力
が
カ
リ
ズ
ム
よ
り
高
く
、
ト
ル
キ

ス
タ
ン
に
比
し
。
カ
リ
ズ
ム
の
商
業
上
の
優
勢
を
物
語
り
、
ア
ー
７

ブ
以
前
の
通
貨
が
一
般
的
地
方
的
原
因
で
市
場
か
ら
な
く
な
り

恐
ら
く
カ
リ
ズ
ム
に
流
れ
込
ん
で
了
つ
た
で
あ
ら
う
。

　

ブ
カ
ラ
の
富
商
等
の
要
求
に
は
貿
易
を
す
χ
あ
近
接
地
よ
り

も
高
い
生
活
費
を
引
下
げ
る
目
的
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
九
世
紀

の
カ
リ
フ
諸
國
で
屡
々
見
う
け
ら
れ
る
。
（
Ｓ
ａ
ｕ
ｖ
a
i
ｒ
ｅ
）
新
貨
は

六
十
六
％
の
の
貴
金
湯
を
含
み
、
ブ
カ
ラ
の
銀
價
暴
落
し
集
め

ら
れ
た
金
額
は
中
間
の
篤
替
操
作
な
し
に
バ
ク
ダ
″
ド
ヘ
直
送

さ
れ
る
と
い
ふ
事
賓
が
政
府
営
局
の
利
益
を
来
し
た
。
ブ
カ
ラ

に
於
け
る
貿
易
の
活
況
の
喰
進
が
他
地
方
の
銀
に
比
し
そ
の
地

方
の
通
貨
の
價
値
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ー
コ

ラ
サ
ヱ
で
流
通
し
た
も
の
に
は
外
に
∃
ｕ
ｓ
ａ
ｙ
ｙ
ａ
ｂ
ｌ
と
日
ｕ
ｈ
ａ
-

日
日
ａ
ｄ
ｉ
　
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ヨ
が
あ
る
。
ｇ
ｈ
ｉ
ｄ
ｒ
ｉ
ｆ
ｌ
は
営
初
か
ら
政
府
の
統

制
に
よ
り
便
益
を
う
け
、
葡
d
i
ｒ
ｈ
ｅ
ヨ
の
購
買
價
値
は
下
り
ブ

カ
ラ
地
方
の
銀
の
購
買
價
格
を
引
下
げ
る
と
同
じ
効
果
あ
り
、

ぴ
い
て
購
買
力
を
堵
進
し
た
。
新
通
貨
の
吸
行
が
保
た
れ
た
な

ら
、
州
の
取
引
高
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
限
界
内
に
お
い
て
は
。

一
、
銀
の
輪
出

　

二
、
銀
の
購
買
力
の
減
退

　

三
、
そ
の
地
域

の
商
業
活
動
の
増
進
あ
り
と
せ
ば
新
通
貨
の
購
買
力
を
増
す
と
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冷

　

い
ふ
傾
向
が
み
え
る
。
か
ｘ
る
一
聯
の
事
件
は
サ
マ
ｗ
王
朝
の

　
　

興
起
（
８
Ｃ
２
　
Ａ
.
　
Ｄ
｡
）
と
時
を
同
じ
う
す
る
。
ブ
カ
ラ
と
バ
ク
ダ

　
　

’
ド
の
結
合
の
稀
薄
は
地
方
通
貨
に
利
盆
を
あ
た
へ
税
は
低
く

　
　

國
は
槃
え
た
。
十
世
紀
初
頭
の
銀
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
へ
の
流
出

　
　

は
Ｍ
ａ
ｑ
d
i
ｓ
Ｉ
に
よ
り
知
り
う
る
。
ア
乙
ハ
ス
朝
（
７
５
１
-
１
２
５
８

　
　

Ａ
.
Ｄ
.
）
に
於
て
カ
リ
フ
の
勢
力
失
墜
し
周
逡
部
に
新
國
家
形
成

　
　

さ
れ
、
特
に
サ
ｙ
ン
朝
に
於
け
る
商
業
は
重
要
で
あ
り
、
ヴ
ォ

　
　

ル
ガ
と
ト
ル
キ
ス
タ
ヱ
と
の
貿
易
の
殷
賑
は
、
百
‘
１
旨
・
ｙ
・

　
　

｛
一
｝
・
時
代
の
北
ロ
シ
ア
貨
幣
に
よ
り
詮
せ
ら
れ
る
。
北
方
か
ら

　
　

ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
贅
ら
さ
れ
た
の
は
主
に
奢
侈
品
で
あ
り
ト
ル

　
　

午
ス
タ
ン
の
商
人
は
銀
を
以
て
換
へ
、
東
方
奢
侈
品
を
多
少
輸

　
　

出
し
た
。
北
ロ
シ
ア
の
ｆ
ス
レ
ム
貨
幣
の
蓄
積
は
南
方
の
ウ
ク

　
　

ラ
イ
ナ
に
於
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
銀
貨
よ
り
多
い
。
こ
の
銀
の
引
止

　
　

及
び
乙
召
ｙ
・
｛
｝
・
以
後
の
貨
幣
が
我
見
さ
れ
な
い
と
い
ふ
事

　
　

賓
は
貿
易
の
断
絶
は
輸
出
の
中
心
に
作
用
す
る
要
因
に
肺
せ
ら

　
　

れ
、
そ
れ
が
輸
入
さ
れ
た
地
域
の
そ
れ
に
で
は
な
い
こ
と
を
示

　
　

す
。
中
亜
の
政
治
上
の
事
象
と
結
び
考
へ
る
時
、
何
故
で
フ
ブ

　
　

銀
が
北
及
北
西
へ
輸
出
さ
れ
な
く
な
つ
た
か
、
同
時
に
東
方
回

　
　

数
國
で
銀
の
傾
造
が
急
に
止
ん
だ
か
を
説
明
す
る
。
サ
マ
″
朝

は
Ｚ
ａ
ｒ
ａ
ｆ
ｓ
ｈ
ａ
ｎ
河
谷
よ
り
産
出
す
る
銀
を
蛭
だ
。
九
世
紀
後

牛
ア
ラ
ブ
は
ア
ル
メ
エ
ア
の
産
金
地
帯
を
失
っ
た
の
で
十
世
紀

ア
て
ハ
ス
朝
の
銀
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
推
察

さ
れ
る
。
十
世
紀
後
牛
キ
ェ
フ
の
Ｖ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｉ
ａ
ｎ
が
東
方
入
ｉ
‐

～
「
國
を
征
服
し
、
又
草
原
遊
牧
民
の
反
乱
が
ヴ
ォ
ル
ガ
河
畔

の
Ｂ
ｕ
ｌ
ｇ
ａ
ｒ
王
國
を
荒
慶
さ
せ
た
。
こ
ｘ
は
生
産
物
が
北
か
ら

蓮
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
ツ
ル
ガ
イ
草
原
を
経
て
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に

舟
で
迩
ば
れ
た
市
場
で
あ
る
。
こ
の
商
業
の
中
断
が
既
に
中
亜

か
ら
輸
出
さ
れ
た
銀
を
生
産
の
中
心
で
あ
る
北
ロ
シ
ア
に
留
め

た
の
で
あ
る
。
北
？
ｙ
ア
と
中
亜
の
商
業
の
原
因
に
は
外
に
ト

ル
キ
ス
タ
ン
に
働
ら
い
た
要
因
が
あ
る
。
サ
’
ン
朝
は
内
難
と

突
願
の
侵
入
の
篤
衰
微
し
、
ザ
ラ
フ
シ
ャ
ン
の
鍍
山
を
失
ひ
、

（
―
・
輿
Ｊ
ン
・
［
］
‘
）
三
十
年
後
Ｃ
ａ
ｒ
ａ
-
Ｋ
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
ｄ
ｓ
と
ガ
ズ
エ
の

マ
ー
ム
ヴ
ド
と
に
攻
め
ら
れ
亡
ん
だ
。
マ
ー
ム

　

ド
は
パ
ン
ジ

ャ
ブ
を
征
し
、
故
土
を
誄
求
し
て
奢
侈
に
耽
っ
た
の
で
こ
の
時

銀
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
イ
ン
ド
に
輸
出
さ
れ
、
銀
は
東
方
回

教
國
及
仝
イ
ラ
ン
か
ら
奪
ひ
去
ら
れ
た
。
時
に
コ
ラ
サ
ン
に
セ

ル
デ
こ
ク
ー
ト
ル
乙

を
征
し
、
ト
ル
キ
ス
タ
ヱ
に
流
通
す
る
限
り
の
銀
を
か
り
さ
っ
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た
。
か
ｘ
る
現
象
は
ビ
ザ
ン
ツ
と
北
方
と
の
貿
易
に
は
見
ら
れ

　
　
　

た
い
。
茸
貴
族
制
度
は
亡
び
軍
事
的
ま
｛
制
が
（
涼
亀
）
Ｆ
ル

　
　
　

Ｊ
君
主
下
に
成
立
し
た
。
一
世
紀
後
代
っ
て
（
ｊ
ｕ
ｒ
ｇ
ｒ
n
j
に
都
す

　
　
　

る
Ｋ
ｈ
w
ａ
ｒ
i
ｚ
m
-
Ｓ
ｈ
ａ
ｈ
ｓ
と
（
）
ａ
ｒ
ａ
　
Ｋ
ｈ
ｉ
ｔ
a
i
が
並
立
し
、
前
者

　
　
　

の
方
が
盛
ん
で
壬
八
メ
″
ド
の
時
仝
ト
ル
キ
ス
タ
ン
ー
コ
ー
フ
サ

　
　
　

ン
、
ペ
ル
シ
ア
の
大
部
を
統
一
し
た
が
、
傭
兵
制
の
脆
弱
は
成

　
　

・
吉
思
汗
の
ひ
き
ゐ
る
蒙
古
族
の
亡
ぼ
す
所
と
な
り
、
蒙
古
は
空

　
　
　

前
の
領
土
を
開
拓
し
た
。
蒙
古
人
は
夙
に
商
業
を
事
と
し
、
新

　
　

’
疆
と
ゴ
ビ
沙
漠
を
支
那
に
っ
な
ぐ
隊
商
貿
易
は
常
時
回
教
商
人

　
　
　

に
よ
り
行
は
れ
た
。
蒙
古
人
が
支
那
を
統
治
す
る
や
漢
族
の
歴

　
　
　

朝
に
な
ら
ひ
ｂ
ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｈ
を
登
行
し
た
。
支
那
史
料
が
妙
ｓ
ｔ
ａ
t
ｅ

　
　
　

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
｡
　
ｆ
ｉ
ａ
ｔ
　
ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ
　
　
A
J
名
づ
く
べ
き
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
に
反

　
　
　

し
、
西
方
史
料
は
國
境
に
於
て
銀
と
交
換
に
得
べ
く
國
外
へ
の

　
　
　

出
襲
又
は
國
内
に
於
る
特
殊
な
場
合
、
同
じ
媒
介
物
に
換
へ
ら

　
　
　

れ
る
も
の
な
る
事
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。
（
著
者
は
次
に
元
史

　
　
　

（
　
　
ｆ
)
弓
食
貨
志
の
妙
の
條
を
掲
げ
の
ａ
ｒ
ｄ
ｎ
ｅ
ｒ
氏
の
新
英
譚
を

　
　
　

附
し
Ｐ
ａ
ｕ
ｔ
ｈ
ｉ
ｅ
ｒ
譚
の
数
字
上
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
）
妙

　
　
　

の
数
次
の
價
の
下
落
と
支
那
・
西
域
間
の
銀
の
購
買
力
の
廣
幅

ル

　

の
愛
化
の
た
め
西
方
通
貨
の
関
係
に
於
け
る
狸
行
の
等
價
を
樹

立
せ
ん
と
す
る
利
益
は
少
か
っ
た
。
世
組
以
前
の
征
服
時
代
蒙

古
が
交
妙
を
用
ひ
だ
目
的
は
明
か
に
支
那
に
流
通
し
て
ゐ
る
銀

の
相
富
だ
量
を
駆
逐
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
元
史

（
ぺ
匹
ご
耶
律
楚
材
傅
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
°
　
　
　
（
Ｒ
ｅ
ｍ
ｕ
ｓ
ａ
ｔ
の

著
譚
の
代
り
に
（
j
a
ｒ
ｄ
ｎ
ｅ
ｒ
氏
の
新
謬
文
を
掲
げ
て
ゐ
る
）
蒙

古
人
の
意
圖
は
出
来
う
る
限
り
多
く
の
牧
入
を
支
那
か
ら
得
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
支
那
の
事
情
を
熟
知
し
て
ゐ
た
楚
材
は
金
末

の
破
壊
さ
れ
た
行
政
機
構
を
た
て
貞
し
て
収
入
を
計
る
様
に
す

ｘ
め
探
用
さ
れ
た
。
誼
券
の
良
行
が
物
價
を
上
げ
た
の
で
１
２
６
４

Ａ
.
　
ｒ
）
’
（
世
阻
至
元
元
年
）
政
府
は
各
路
に
交
妙
庫
を
た
て
十
萬

錠
の
妙
母
（
準
備
銀
）
を
設
け
た
。
支
那
で
超
造
さ
れ
た
銀
貨
は

流
通
し
て
ゐ
た
か
っ
た
が
交
換
の
媒
介
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
。

（
加
膝
博
士
）
銀
が
こ
の
時
代
多
量
に
支
那
か
ら
輸
出
さ
れ
た
こ

と
が
分
る
。
交
妙
の
濫
良
が
財
政
困
難
を
物
語
る
。
１
２
８
７
Ａ
.
Ｄ
.

地
方
の
庫
を
復
活
し
、
流
通
せ
る
貴
金
鳥
を
全
て
押
収
せ
ん
と

し
、
従
前
の
倍
價
に
て
交
妙
を
腿
行
し
た
。
マ
ル
コ
ー
ポ
ー
ロ

や
Ｐ
ｅ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｔ
ｔ
i
に
よ
る
と
、
交
妙
は
國
境
で
銀
に
か
へ
ら
れ
た

と
云
ふ
。
國
内
で
流
通
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
富
然
で
あ

る
。
銀
の
國
内
額
は
輸
出
に
よ
り
減
少
し
た
か
っ
た
が
銀
價
は
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刈

　

通
貨
膨
脹
に
件
０
　
暴
落
し
た
。
政
府
は
自
山
な
銀
を
押
収
し
金

　
　
　

の
準
備
に
よ
り
遊
離
せ
る
流
通
を
助
け
ん
と
し
た
。
元
代
の
妙

　
　
　

は
國
庫
で
回
収
で
き
る
と
は
書
い
て
な
い
。
蒙
古
の
統
治
は
北

　
　
　

支
に
於
て
９
　
条
を
も
た
ら
し
銀
は
長
い
問
多
量
に
西
方
へ
喩
出

　
　
　

さ
れ
た
。
ク
リ
ル
タ
イ
に
於
る
分
配
が
そ
の
量
を
若
干
指
示
す

　
　
　

る
。
西
方
に
於
て
貿
易
者
間
で
流
通
し
た
。
こ
の
時
代
西
部
で

　
　
　

鎬
ら
れ
た
銀
貨
は
元
来
支
那
の
も
の
で
あ
る
Ｉ
ア
ン
チ
で
Ｉ
Ｉ

　
　
　

を
含
み
白
く
見
え
る
Ｉ
こ
と
を
冶
金
學
が
鐙
す
る
。
Ｔ
ｒ
ｅ
ｂ
ｉ
ｚ
ｏ
-

　
　
　

ｎ
ｄ
や
Ｃ
ｙ
ｐ
ｒ
ｎ
ｓ

　

で
得
ら
れ
た
通
貨
は
「
白
」
と
よ
ば
れ
た
。

　
　
　

銀
は
蒙
古
の
勢
力
下
の
草
原
に
還
っ
た
。
エ
ヂ
プ
ト
に
於
け
る

　
　
　

銀
の
供
給
は
明
ヽ
か
に
不
足
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
西
方
イ
タ
リ

　
　
　

ア
の
商
業
都
市
は
金
を
鎬
は
じ
め
た
。
”
Ｔ
ｈ
ｅ
　
　
　
Ｌ
ｅ
ｖ
ａ
ｎ
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ｄ
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.
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Ｓ
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外
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始
め
四
つ
共
紹
介
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
時
日
切
迫
の
篤
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
御
断
り
す
る
。
（
宮
川
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